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（１）成績評価の算出方法について 

①成績評価は原則として前期末および後期末に行う。 

②成績評価は、検定取得、授業態度、確認テスト、ホームワーク実施状況、期末試験等に

より判定する。 

③成績評価は、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４段階により判定し、評価基準は下記の通りとする。 

Ａ：理解および日常の授業態度が優秀な者 

Ｂ：理解および日常の授業態度が良好な者 

Ｃ：理解および日常の授業態度がやや劣る者 

Ｄ：(1)科目に対する理解および日常の授業態度が著しく劣る者 

    (2)科目の授業出席率が 80％未満の者 

    ※Ｄ評価の科目があれば進級・卒業は認めない。 

④成績評価については原則、当校の全コースにて同様の取り扱いをしている。 

 

（２）客観的な指標の設定方法について 

 前期末、および後期末においての各科目評価をポイント化（A＝４点、B＝３点、C＝２点、

D＝１点）し、学生毎の科目のポイントの平均値により、学年毎に順位付けし、成績の分布

状況を把握する。 


